







































2016 年度春学期では、 1 クラス約 40 名が受講し、 2 クラス開講した。各クラス、異なる教員が担
当した。全 15 回の授業回数中、各クラス 1 グループ 12 ～ 15 名の規模で 3 ～ 4 グループに分かれて、
グループ単位で模擬授業を展開した。各グループ、 1 名が教師役、その他の学生は生徒役を担当した。









ではなく、 1 回（90 分間）の授業
内で各グループ 3 名の学生が教師
役として模擬授業を行った（表 1）。






































10 個の評価項目に対して 4 件法による評価と自由
記述による形式を採用した。本来、評価尺度を用い












































































本授業の担当教員は、模擬授業を担当する学生が事前に提出する学習指導案を毎週 12 ～ 14 枚確認し、
必要に応じて再提出と指導の繰り返しをしたため、授業時間外の指導にも多くの時間を割くため負担が
多かった。
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